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　山　本先　生

　拝啓　（中略）　過般は私の眼病の件新聞に出で平野，格別の御心配をおか

け申候様，古畑君より拝承，何とも恐縮の外御座無候．實は早速委細申上度

存居候庭，途今日にいたり，御1馨御座駅前．眼は，過般上京，須田町．F：の

御診察を一答虞，白内障との事に御座候．（中略）

只今の虞では，只明暗だけしかわかり中さす候．さて，かく相成候ては絶つ

た右眼を極力大切にいたし度，就いては過去十四年來の太陽観測をこSに断

念いたし度く決心等等次第に御座候．過般先生の日本學平門倉に御下表相成

冷艶論文を拝讃いたし候ても，しせめて自分の生命のある限りは”1とも存候へ

共，チユ1リヒとの比較には今迄のものにて或は幾分は御役に立つ事と存じ，

それに昨今多数の芋親半者も歩出の歌況に候聞，　この三十一日目て御許を願ひ

たく存店候．しかし先生の御研究の御都合も伺はす，性急の事をいたす檬に

て淘に恐縮に存居候．尤も，自分としても今こNで止める事は如何にも名淺

惜しくも候へ共，萬一別丁の失明と’も相成候へば，恐ろしい不自由を感じ申

べく候聞，残った一方の眼の爲めに断念いたし度決心いたし候次第に御座候．

　今後は，この六七年來次第に没頭する様に相成町地理學で御三至剛度く存

居候．然し今日の私の地理學の基礎を作ってくれ候ものは，何時も何時も申

上候通り，天文學の力に御座候．この意味からは今後地理學への進展も或る

意味に於て，私に於ける隈り，天文學の延長に御座候。何分，相攣らす御高

援御高i教相仰ぎrP上度御願申上候．

　眼の手術は私が8度と云ふ相即の近眼であり，從って左限を手術しても右限

の調節困難の爲め，やがて右眼が叉白内障となり，手術するまでは用をなさ

ぬとの事に候間，只今の虞見合せ居候．それでも萬一をたのみ手術以外の方

法を，あれやこれやと試み居i　［・喉．御休瀞願上奉り候．
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　末筆乍ら奥様によろしく御願申上候．右御詑労々近況申上候．　敬具

　　　十一二，月二＋三日　　　　　　　　　　　　　三　　澤　　勝　　衛

　　　　　　　　　　　Y？　＊　　k　　＊　　“

　山本附記　三澤氏は我が國に於ける太陽黒黙観測の開拓者であって，叉今日

と難も最も熟練，且つ忠實な擬測者である．此の人を，今、病氣のためとは

言へ，學界から失ふことは誠に警へやうも無く，遺憾である．過去十四ケ年

の聞，寒暑も晴曇も超越して，專心に黒黒占の陰顯を見守った功蹟は，偉大と

言はねばならない．氏の観測に刺激されて最近には面内に四五十名の新観測

者が現はれて來たが，其のうちの果して幾％が三澤氏の如き忍耐と熱心とを

以って，信頼に値する墨的成果を畢げ得るだろうか！1深き感慨無きを得ない．

　三澤氏が太陽黒鮎の親出を始められたのは大IE十年（1921年）であった．其

の年の春の頃から上諏訪中言校の73糎望遠鏡によって出自観測の練習を始め

られ，可なり長く仕事に慣れた後，同年十月から，毎月報告を，極めて几帳

面に京都へ寄越されるやうになった．其れから包有五年，咋ユ934年の末日に

至るまで，此の貴重な観測記録は，Lブレテジか，叉はL天界「に載せられ

て，太陽や地球物理關係のあらゆる研究者を喜ばせたのであった．之れが無

ければ，遠くスヰス國のチウリヒ大幅から途られる報告を，年に僅か三四度，

それも郵信のため更に出れて入手する仕末，之れでは，とても毎日毎時の立

動常なき宇宙現象の臨機の研究資料に不充分なのであったから，三澤氏の眞

にL生きた「材料は貴V、ものだった．一今後，吾々は此の標準値を失って，淋

しみを感じること實に甚だしい．西村眞琴博士其の他の有志家たちが何とか

して此の偉業の後綴者と後援者を獲んものと，今奔走してゐられる．成功の

日の速からんことを認る．（1935年一月3日）


